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研究成果の概要（和文）：研究を始めたとき、「幼児教育・保育の実践をめざすこと」と「児童

文学・絵本の創作・伝達・研究を行うこと」は密接に関連すると考えていた。だが、それぞれ

を目標とする若い女性には、異なる気質が見出され、簡単に２つの目標を合体できないことが、

実践的研究からわかってきた。だが、５年間の実践的研究を積み重ねた結果、児童文学・絵本

の創作や伝達の実践活動は、幼児教育・保育を目指す若い女性に刺激を与え、新たな技能や知

見を獲得し、意欲を生み出していく現象が見出された。すなわち、児童文学・絵本の創作・伝

達・研究を巡った実践的な教育は、時間はかかるものの、幼児教育・保育の教育に寄与すると

考えられる。 

 
研究成果の概要（英文）：When research was begun, I thought that "aiming at practice of 
early childhood education and childcare" and "doing creation, transfer, and research of 
children’s literature and a picture-book" were related closely. But, practical research 
has shown that a different disposition is found out by the young woman aiming at each, 
and two targets cannot be united easily. But, as a result of repeating the practical 
research for five years, the practice activities of creation of children’s literature 
and a picture-book or transfer gave the stimulus to the young woman who aims at early 
childhood education and childcare, new skill and knowledge were acquired, and the 
phenomenon which produces volition was found out. That is, the practical education 
involving creation, transfer, and research of children’s literature and a picture-book 
is considered that time contributes to the education of the early childhood education 
and childcare of this thing. 
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１． 研究開始当初の背景 

(1)こどもが成長するとき、その心がのびの
びと豊かになることは何よりも大切である。
そのためには、幼いこどもの教育の場におい
て、おとなはこどもに寄り添い、こども自身
が内包している力をのびのびと生成させる
ように見守り、手助けをする必要がある。 

 こどもの心の成長には、想像力を広げ、さ
まざまな思いを経験することが重要である。
それを実現できるのは、実体験だけではなく
物語経験にあることは、これまでも指摘され
てきたことであった。だが、これから次世代
を育成する若い世代に対して、この理念に基
づいた理論や方法が新たに開発され、充分に
伝えられているとは言えない。 

 

(2)そこで、先人のこれまでの研究や実践活
動を踏まえながら、こどもたちと物語体験や
それに関連したあそびを共有しながら、こど
もの心を豊かにするための理論や方法を実
践的に研究する。そして、特に絵本の読み聞
かせ、ストーリーテリング、紙芝居やペープ
サートなどの実演、自然と物語を意識したあ
そびなどの実践を、将来こどもと接する若い
世代の女性である梅花女子大学の学生たち
と授業や課外活動などで行う。また、その基
となる、物語・絵本の創作や作品分析を行う。  

このように、こどもたちへの<伝達>だけで
なく、その背景としても重要な<創作>や<研
究>を、梅花女子大学の授業や課外活動とし
て学生たちと実践的に行う。さらに、それら
の成果をさまざまな形で公開し、広くご指摘
をいただきながら実践的な研究を深めてい
く。 

 

(3)これらの一連の実践的な研究を行うに至
った背景には、梅花女子大学の児童文学科お
よびこども学科が抱えている課題がある。児
童文学科では、児童文学・絵本をめぐって、
<創作>、<伝達>、<研究>の３本柱を持つカ
リキュラムに基づいて授業や課外活動を行
い、教育・研究を積み重ねてきた。 

2008 年度から幼稚園教諭課程を設置し、こ
どもの教育にあたる女性の養成も始めるこ
とになった。すなわち、児童文学・絵本に関
する教育・研究と幼児教育に関する教育・研
究を関連付けることが課題として求められ
ていた。 

さらに、2010 年度からはこども学科が開設
され、2012 年度をもって児童文学科は終了し、
2013 年度からはこども学科に完全に移行す
ることが予定された。こども学科は、幼児教
育・保育コースと児童文学・絵本コースの２
コースから成るので、さまざまな教育・研究
の中で、本研究は必要とされていた。 

 

２．研究の目的 

(1)児童文学・絵本は、こどもやその周辺の
おとなにとって、想像力をはばたかせ、心を
豊かにし、人間関係を密にすることに、大き
な力を持っている。 

梅花女子大学文化表現学部児童文学科で
は、児童文学・絵本の各作品の内容を分析研
究し、作品の理解を深める<研究>分野の授業
を行っている。また、これを基盤にしながら、
物語や絵本を自由に<創作>し発表すること、
こどもたちに<伝達>することを授業や課外
活動で実践的に展開している。 

これらの授業や課外活動は、学生の感性、
想像力、創造力、表現力、思考力を高めるこ
とに役立ち、また学生が現在そして将来関わ
るこどもたちのそれも豊かにしていくこと
ができるように思われる。 

 

(2)以上の基本理念に基づき、本研究の代表
者および研究分担者は、それぞれの専門分野、
担当授業・課外活動に関わる分野において、
基本となる学問分野の研究、授業・課外活動
の教材・指導方法の開発、実践を行うととも
に、それらを分析して次の活動に生かすとい
う研究を繰り返してきている。これらの実践
活動をさらに充実させ、連携を取ることによ
って、児童文学・絵本の基礎研究、児童文学・
絵本に関する教育の研究、こどもに関する基
本研究を進め、学生の専門性を高める教育研
究が本研究の目的である。 
 

３． 研究の方法 

(1)2008 年度から児童文学科に幼稚園教諭課
程が設置され、2010 年度からはこども学科が
開設され、幼児教育・保育コースと児童文
学・絵本コースが設置された。それに伴い、
新たに幼稚園教諭課程、保育士養成課程が置
かれた。 

児童文学科とこども学科は合同で運営さ
れ、本研究の研究代表者および研究分担者は
両学科の運営に携わっている専任教員から
構成されている。 

 
(2)これらの研究代表者、研究分担者は、児
童文学・絵本の<創作><伝達><研究>、幼児教
育の授業を担当し、学生の課外活動に関わり、
両学科の活動・運営に携わりながら、それぞ
れの専門分野を基盤にした基礎研究、教育研
究を行ってきた。 

 
(3)それらは、本学の紀要や機関雑誌、出版
物、各分野の専門雑誌、出版物などに発表し
てきた。また、所属する研究会や学会などで
口頭発表をしてきた。 

これらの発表の場で示唆や教示を受ける
ことによって、さらに学科の運営の場におい



て協議することによって、また日々の教育研
究の場での情報交換によって、互いの実践的
教育研究や基盤研究の交流が行われた。 
 
４． 研究成果 
 
(1)創作・伝達に関わる実践的活動 
①学生制作絵本展 
毎年 2～3 回、学内、学外の会場で、原画お
よび手作り絵本などを展示。 
 
②児童文学・絵本作家による春季講演会 
毎年 5～7月、学内で開催。 
2008 年度 岡田淳氏  
2009 年度 みやざきひろかず氏 
2010 年度 上橋菜穂子氏 
2011 年度 鈴木まもる氏 
2012 年度 原ゆたか氏 
 
③絵本作家によるワークショップ 
毎年夏～秋、学内で開催。 
2008 年度 スズキコージ氏  
2009 年度 長谷川義史氏 
2010 年度 宮西達也氏 
2011 年度 村上康成氏 
 
④児童文学関連・周辺領域の研究者による秋
季講演会 
毎年 11～12 月、学内で開催。 
2008 年度 中川正文氏  
2009 年度 横川寿美子氏 
2010 年度 神宮輝夫氏 
2011 年度 上遠恵子氏 
2012 年度 原坂一郎氏 
 
⑤学生スタッフによる「梅花おはなし便」が
大学近隣の子育て支援サークルや施設で実
施するおはなし会 
月 1回程度。 
 
⑥「児童文学ワークショップ」「伝承児童文
学演習Ⅰ」「日本の伝統的なあそび」などの
授業の創作 
箕面市を活動拠点とする NPO 法人「人と本を
紡ぐ会」の支援を得ながら「民話紙芝居」を
創作。また、カルタや絵双六を学びながら、
学生の感性を活かした新たなカルタや絵双
六を創作。 
 
⑦「文庫活動の理論と演習」「絵本読み語り
の理論と演習」などの授業において、幼稚園
や小学校で実施する文庫活動やおはなし会 

梅花幼稚園のこうめ文庫、豊川小学校の朝の
読書時間に学生が参加し、教員の指導を受け
ながら、文庫活動やおはなし会を実施し、さ
らに振り返りを行う。 

(2)(1)の実践的活動の研究および児童文
学・絵本の研究の発表 
 下記の「５．主な発表論文等」に示したも
のを主なものとして成果を公表してきた。ま
た、特に示していないが、物語創作分野の授
業および課外活動を担当している児童文学
作家富安陽子氏、宮下恵茉氏は、自らも多く
の作品を公刊している。これは本研究にも大
きな刺激を与えている。 
 

(3)最終年度の成果とそこから得られた本研

究の成果 

平成24年度の創作分野では、富安陽子氏（

研究分担者）、宮下恵茉氏（梅花女子大学児

童文学科卒業生、授業「児童文学制作基礎」

担当非常勤講師）、その他の童話の創作を継

続している卒業生、これらの創作活動の成果

としての作品出版が相次ぎ学生たちに驚きを

持って受け止められた。 

また、春季講演会（５月１２日、於・梅花

女子大学）での原ゆたか氏（児童文学作家）

が語った作家の工夫の数々がその読者でもあ

る学生たちに興味深く受け止められた。 

これらの刺激が在校生に影響し、卒業制作

（童話）を目指す学生たちが、富安陽子氏の

指導の下、手作りの作品集をまとめ、学園祭

（１１月１０日～１１日、於・梅花女子大学

）で発表する自主活動が見られた。絵本分野

でも、第３回新しい創作絵本大賞（梅花こど

も・絵本・児童文学センター主催）の表彰式&

合評会（７月２２日、於・梅花女子大学）、

第４回同コンクールの募集で刺激を得た学生

たちの創作活動の成果は、絵本制作展（２月

１４日～１９日、於・茨木市立ギャラリー）

で公表された卒業制作作品や各授業の作品に

結実した。 

このように、創作分野は指導者自身の精力

的な創作活動と卒業生たちの卒業後も継続し

ている活動とその成果としての出版が、在学

生の意欲を掻き立てる効果が見出せた。 

また、児童文学科創設３０周年記念行事の

展覧会（９月２７日～１０月３日、於・心斎

橋アセンスギャラリー）&フォーラム（１１月

１１日、於・梅花女子大学）および『講演集 

児童文学とわたしⅢ』の刊行において、これ

までの創作分野、それを支える研究分野の成

果が再認識された。 

伝達分野では、文庫活動（於・梅花幼稚園

こうめ文庫）、絵本の読み聞かせ活動（於・

子育て支援センターのもりの広場、ふくろう

広場、あいあい広場）、朝の読書活動（於・

豊川小学校）などの授業や課外でのおはなし

会の実践が、幼児教育・保育分野の授業とも

あいまって、学生の意欲的な活動として積み



重ねられてきた。この分野においては、観点

や方法に違いは見られるものの、幼児教育・

保育コースに在籍する学生と児童文学・絵本

コースに在籍する学生が互いに刺激し合い、

技術と知見を高める実践活動が積み上げられ

た。 

卒業後も各図書館や文庫で伝達活動を継続

しているケースも少なくなく、東北大震災後

の支援として、被災地でのおはなし会が鵜野

祐介氏（研究分担者）と卒業生２名によって

８月に行われた。それをきっかけとして１２

月と３月の２回にわたって、学内外に呼びか

けて児童書を集め、被災地のこどもたちに贈

る梅花プロジェクトが学生を中心にして行わ

れた。 

両分野共に、発表の場の設定がもたらす効

果が示され、継続・蓄積の重要性を再認識さ

せた。また、両分野を支える絵本学や物語理

解の研究の必要性も確認することができた。 

本学の卒業生で、本学大学院文学研究科児

童文学専攻で絵本学研究を行い、文学博士号

を取得した鈴木穂波氏が絵本に関する「絵本

演習Ⅰ」「絵本演習Ⅱ」を持つなど、本学の

卒業生が授業を担当したり、課外活動を指導

したりしている。児童文学・絵本の研究を積

み重ねてきた卒業生が指導することで、在校

生、特に幼児教育・保育コースへの刺激が見

られる。 

2013年度に卒業論文・卒業制作に取り組む

こども学科１期生の中には、児童文学・絵本

コースだけでなく、幼児教育・保育コースで

も児童文学・絵本の創作に取り組む者が出て

きている。絵本やエプロンシアターなど幼児

教育・保育分野の教材開発や指導を視野に入

れて、伝達方法やそれに関わる作品分析の研

究を卒業論文にまとめようとする者も出てき

ている。さらに、2013年度に幼稚園での教育

実習に取り組む者の中で、絵本の読み聞かせ

などに自信を持ち、得意な分野として実践し

てきた者も少なくない。 

これらの現象は、次のことを考えさせた。

研究を始めたとき、「幼児教育・保育の実践

をめざすこと」と「児童文学・絵本の創作・

伝達・研究を行うこと」は密接に関連すると

考えていたが、実践的研究を進める中で、そ

れぞれを目標とする若い女性には、異なる気

質が見出され、簡単に２つの目標を合体でき

ないことがわかってきた。だが、５年間の実

践的研究を積み重ねた結果、児童文学・絵本

の創作や伝達の実践活動、およびその基盤と

なる児童文学・絵本の研究は、幼児教育・保

育を目指す若い女性に刺激を与え、新たな技

能や知見を獲得し、意欲を生み出していく成

果を見出すことができる。すなわち、児童文

学・絵本の創作・伝達・研究を巡った実践的

な教育は、かなりの時間はかかるものの、幼

児教育・保育の教育に寄与すると考えられる。 
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